
　

  
秋
は
、
米
・
果
物
・
野
菜
な
ど
多
く
の
農
作
物
が
収
穫
時
期
を
迎

え
ま
す
。
食
欲
が
増
す
時
期
で
も
あ
り
“
食
欲
の
秋
”
を
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
じ
ゅ
ん
ぷ
う
で
も
、
栗
や
松
茸
、
銀
杏
、
名
残
鱧
、
秋
茄
子
な
ど

秋
の
食
材
を
使
っ
た
献
立
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

十
月
の

『
手
作
り
お
や
つ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
は
、
素
朴
で
す
が
ご
利
用

者
様
か
ら
大
好
評
の
、
蒸
し
芋
作
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
一
日
の
寒
暖
差
と
夏
の
疲
れ
が
原
因
と

な
る
“
秋
バ
テ
”
が
起
き
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
対
策
に
は

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
効
果
的
で
す
。
ご
自
宅
で
も
旬
の
食
材
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 
 
 
厨
房
コ
ラ
ム

　
観
測
史
上
最
速
で
あ
っ
た
六
月
の
梅
雨
明
け
か
ら
、
長
い
長
い

長
～
い
夏
で
し
た
。
そ
し
て
九
月
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

残
暑
が
続
く
気
配
で
す
。

　
ひ
と
す
ぢ
の
秋
風
な
り
し
蚊
遣
香
 
（
渡
辺
水
巴
）

 
昨
今
の
猛
暑
の
さ
な
か
に
は
蚊
さ
え
も
あ
ま
り
見
か
け
ら
れ
ず
、

よ
う
や
く
秋
の
兆
し
と
と
も
に
煙
る
家
々
の
蚊
取
り
線
香
も
風
情
で

し
ょ
う
か
。

 
そ
れ
で
も
彼
岸
を
過
ぎ
れ
ば
い
よ
い
よ
実
り
の
秋
、
さ
て
お
米
の

収
穫
は
如
何
で
し
ょ
う
か
、
気
が
揉
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
食
欲
の
秋
、
私
と
し
て
は
体
脂
肪
が
心
配
で
す
が
、
悔
い
の
な
い

よ
う
に
た
ら
ふ
く
新
米
を
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

 
因
み
に
拙
宅
で
の
ご
飯
の
お
供
は
、
高
菜
漬
け
、
ち
り
め
ん
山

椒
、
明
太
子
が
常
連
で
、
特
に
朝
食
に
は
大
椀
の
味
噌
汁
、
納
豆
、

そ
し
て
先
日
ま
で
は
借
り
て
い
る
畑
で
獲
れ
た
夏
野
菜
の
数
々
も

定
番
で
し
た
。

 
さ
て
、
秋
に
は
涼
し
い
風
と
と
も
に
、
手
頃
な
お
値
段
な
ら
秋
刀

魚
に
大
根
お
ろ
し
、
良
い
で
す
ね
。
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ご利用者様　川柳・俳句

　　巻きすだれ　つたう雨垂れ　ノクターン
　　　　　　　　　　　　　　　デイケア　Ｍ・Ｍ様

　　夕映えの　蝉の声に　秋感じ
　　　　　　　　　　　　　　　 3階フロア　U・Ｓ様
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財
務
報
告

　
当
施
設
で
は
ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
や

ご
要
望
、
苦
情
に
対
し
組
織
と
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
円
滑
な
解
決
を
図
る
た
め
第
三
者
委
員
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
記
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
匿
名
性
を
確
保
し
た
上
で

の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

苦
情
・
要
望
の
内
容
並
び
に
改
善
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

（単位：円）

介護保険事業収益 648,538,219 

その他の事業収益 8,342,400 

経常経費寄附金収益 58,804 

サービス活動収益計 656,939,423 

人件費 417,496,630 

事業費 75,082,643 

事務費 118,001,974 

減価償却費 33,695,803 

国庫補助金等特別積立金取崩益 -1,974,241 

サービス活動費用計 642,302,809 

サービス活動増減差額 14,636,614 

受取利息配当金収益 162,296 

その他のサービス活動外収益 4,420,402 

サービス活動外収益計 4,582,698 

支払利息 2,898,490 

その他のサービス活動外費用 4,004,301 

サービス活動外収益計 6,902,791 

サービス活動外増減差額 -2,320,093 

経常増減差額 12,316,521 

施設整備等補助金収益 1,296,000 

特別収益計 1,296,000 

固定資産売却損・処分損 75,743 

国庫補助金等特別積立金積立額 1,296,000 

特別費用計 1,371,743 

特別増減差額 -75,743 

当期活動増減差額 12,240,778 

前期末繰越活動増減差額 402,794,929 

当期末繰越活動増減差額 414,492,907 

その他の積立金取崩額 - 

その他の積立金積立額 15,116,000 

次期繰越活動増減差額 399,376,907 

繰越活動増減差額の部

事業活動計算書

(自) 令和6年4月1日     (至) 令和7年3月31日

サービス活動増減の部

サービス活動外増減の部

特別増減の部

（単位：円）

流動資産 330,995,646 流動負債 94,964,826 

固定資産 777,873,104 固定負債 250,575,558 

  （うち基本財産） 463,370,626 負債の部合計 345,540,384 

  （うちその他固定資産） 314,502,478 

基本金 195,747,536 

国庫補助金等特別積立金 12,959,923 

その他積立金 155,244,000 

次期繰越活動増減差額 399,376,907 

  （うち当期活動増減差額） 11,697,978 

純資産の部合計 763,328,366 

資産の部合計 1,108,868,750 負債及び純資産の部合計 1,108,868,750 

貸借対照表

令和7年3月31日現在

資産の部 負債の部

純資産の部

栗ご飯

鱧、松茸、銀杏を、
土瓶蒸し風に。

秋茄子の焼き浸しは、

茗荷を添えてさっぱりと。

蒸し芋は、ボリューム満点！

か

や

り

こ

う

合計 3 19 22

ケアの質的問題・職員態度 0 4 4

　その他 2 3 5

　情報共有不足・確認不足 0 11 11

　設備環境の要因 0 0 0

原因の種別 デイケア 入所 合計

　要望・疑問 2 11 13

　説明不足 1 1 2

その他 0 2 2

合計 3 19 22

　調査してほしい 0 0 0

　改めてほしい 1 2 3

　教えてほしい 0 1 1

　回答がほしい 0 0 0

22

　話を聞いてほしい 0 3 3

合計

苦情・要望等の種別 デイケア 入所 合計

ご家族様 1 11 12

その他 0 1 1

合計 3 19

ご本人様 2 7 9

令和7年4月～令和7年7月　苦情・要望内容集計

件数
デイケア 入所 合計

3 19 22

ご利用者様との関係 デイケア 入所

(主な苦情・要望内容)

部署 申立者 苦情・要望の内容 原因

入所 ご利用者様
持参したはずの備品が見当た
らない。

他のご利用者様がご自身の備品と間違えて所
持されていた。施設として備品管理が不十分
であった。

1次対応　及び　対策

デイケア ご家族様

ご不便をおかけしたことについて謝罪させていた
だくと共に、備品管理を再徹底いたしました。

入所 ご家族様

歯ブラシは自分(ご利用者様)で
管理しているが、歯ブラシの
ヘッドが下向きになってお
り、衛生面が気になった。

歯ブラシの保管方法において、衛生面の確認
が行き届いていなかった。

ご不安な思いをおかけしたことについて謝罪させ
ていただきました。歯ブラシの衛生的な保管方法
について、職員間で共有いたしました。

上履きのまま帰宅している。
外履きが見当たらない。

ご帰宅の準備の際に、送迎を担当する職員は
上履きから外履きへ履き替えが済まされてい
ると思い込み、上履きのままでのご帰宅と
なった。

ご迷惑をおかけしたことについて謝罪させていた
だくと共に、『ご帰宅の準備を担当する職員は確
認の徹底を行なうこと』を職員間で改めて共有い
たしました。

🖌

🖌


